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一
つ の 教 団合同史論 か らの 提言

棚 　村 　重 　行

は じめ に

　本講 演 で は ， H 本 基 督 教 団成 立 に 至 る 日本 プ ロ テ ス タ ン ト史 の 流 れ を， 世界

キ リ ス ト教史 の 中で 発 生 し た 19世 紀 な い し20世 紀 エ キ ュ メ ニ ズ ム と交渉 しつ つ

発 展 し た
「教 会 合同 」

へ 向か う諸運 動 と して
，

3 期 に 分 け て 考 察 す る 。
こ の 過

程 を イ メ ー ジ化 し て ， ホ ッ プ ・ ス テ ッ プ ・ ジ ャ ン プ （正 確 に は そ の 後 の 実質化

ジ ャ ン プ も含 む ） か ら な る
「 3 段 跳 び 」 に 譬 え て み た い

。
こ の 考察 を 通 し ， 今

日 の 教 団 が 抱 え る 教 会 合 同 の 実 質 化 の た め の 神学的 ， 実践 的諸課 題 を 明 らか に

し た い
。

　 な お
，

こ こ で 用 い られ る
「
福音主義的公同主義 な い し教会」 とは ， 歴史的 に

は16世紀以 降西 欧 で 成 立 し ， 各 国 で 国教 会 樹 立 に 至 っ た
「
第

一
宗教 改 革 運 動 」

の 系 譜 に 立 つ 諸 教 派 （ル タ
ー

派 ， 改 革派 ，
ピ ュ

ー リ タ ン 運 動 等 ） の 神学 の 共通

理 念 を 指 す 。 そ の 神 学 の 原 理 は ，

「規 制 す る規 範 」 と し て の 聖 書 正 典 に 証 言 さ

れ ，

「規 制 さ れ た 規 範 」 で あ る信条 を通 し補助的 に 証 言 さ れ た 「み 言葉 と して の

啓 示 」 信仰 に 立 つ
。 内容的 に 言 え ば ， キ リス トの 恩寵 の み に よ り罪 人 が 信仰 に

よ り 「義 と 認 め ら れ 」 ， み 霊 に よ り
「
聖 化 」 され る 救 い を信 じ る 。 教 会 は こ の 救

い を中心 と した 「
み 言葉 の 宣言者 」 な る 使命を担 う全体教 会 で あ る 。

こ の み 言

葉 の 管 理 の た め 各 個 教 会 の 権威 を越 え た 監 督 制 度 ， な い し長 老 制 度 ， あ る い は

教会法 に よ り教会諸次元 の 関係 を定 め た 政治体制 を採用 す る 。
こ れ に 対 して ，

「
福音伝 道 主 義 な い し教 会 」 と は ， 18世 紀 以 後 「

制度 の 宗教 」 化 し た 欧 米 の 国 教

123

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

会 な い し諸教会 を霊的 に 改革 し
， 付随的 に 神学的 な改 革 を 目指 した敬 虔 主義，

メ ソ デ ィ ス ト運 動 ， 大 覚 醒 運 動 な ど い わ ゆ る 「
第二 宗 教 改 革運 動 」 の 結果誕生

した諸教派や 運動 の 共通理念 を指す 。 そ の 特徴は， 信条の 拘束性を認めず， 聖

書 正 典 に よ り証 言 さ れ た
「
み 言 葉 と して の 啓 示 」 を 「内的 経 験 」 を 通 し て 信 じ

る
「
心 の 宗教 」 で ある 。 そ して

， 義認 に 続 く聖化 の 体験 を強調 し， 教会 の 使命

は第
一

に
「
み 言 葉 の 宣 言 」 の み な ら ず広 く世 界 に 向か っ て な さ れ る

「
伝 道 」 で

あ る こ と を強調 す る 。 その 為 に
， 教会 は全体教会 で あ る よ り も信仰者個人 の

「
敬

虔 な 交 わ り」 で あ る こ と を強 調 し ， 多 くは 会 衆 主 義 的 政 治 を志 向 す る 。

　以 上 の 定 義 を踏 ま え ， 本 講 演 の 議 論 を要 約 す れ ば こ うで あ る 。 日本 の プ ロ テ

ス タ ン ト史 の 独 自性 と は ，

「
第

一
宗教 改革運 動 」で は な く，

「
第二 宗教改革運動 」

の 神学的体質 を もつ 諸教 派 が ， 我 が 国 で は単 な る教 派移植 に 止 ま ら ず， 世 界 の

エ キ ュ メ ニ ズ ム 運 動 と 呼 応 して 「教 会 合 同 」 を希求 し つ つ
「三 段跳 び 」 を 飛 ん

で き た こ とで あ る 。 だ か ら ， 教 団 の 21世 紀 に か け て の 課 題 は
，

「
第

一
宗教 改 革 」

と
「
第二 宗教改革 」 の 長所 を総合 す る

「
伝道 す る福音主義的公同教会 」 と い う

理 念 的 着 地 点 を 目指 し実 質 的 な 合 同 ジ ャ ン プ を続 け る 目標 を鮮 明 に す る こ と で

ある 。

　 第 一 段 階 　 合 同 へ の 「ホ ッ プ 」 （1872−1923）

　 「万 国福 音 同盟 会」 の 影響 と 「公 会 」 運 動 の 成 立 と 崩壊 ， 教 派 型 教会 の 形成 と

　 「同盟 会 」 の 継 続

　 さ て
，

「万 国福音同盟 会 」 と は ，
19世紀 の 前半 に イ ン グ ラ ン ドで 結成 さ れ 欧米

に 拡大 し た
「
教会 の

一
致 」 と協力 ， 各 国 に お け る信教 の 自由の 実現 を め ざ した

個 人 参 加 （教 派 主 体 で は な い ！） の 任 意 団体 で あ る 。 初 期 の 凵本 伝 道 に従 事 し

た オ ラ ン ダ改 革派 の S．R ．ブ ラ ウ ン 始 め 宣教 師の か な りが
，

こ の
「万 国福音 同 盟

会 」 の メ ン バ ー で あ っ た 。 問題 の
「
公 会 」 運動 は ， 1872年 （明 治 5 ）初頭横浜

居留地 で 英 学 を宣 教師バ ラ か ら学 ん で い た 日本人 青年 キ リス ト者 の 問で 「同 盟

会 」 の 呼 びか け る 新年初週 祈薦会 が 持 た れ ， 信 仰復 興 が 起 こ り， 日本最初 の プ

ロ テ ス タ ン ト教会 が建 設 さ れ た 。 そ の 後 ， 宣 教 師会 議 で 聖 書 の 和訳 や
「
日本 基

督公 会 」 の 設立 が 決議 さ れ ， 各地 に ， 理念的 に は
「無宗派 」 を掲げ るが ， 現実
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的に は各個教 会 を単位 に
「公 会 」 が 建設 され ，

1874年 （明治 7）に は ，

「
同盟 会 」

の 「教理 的基 礎 」 を土 台 に し た
「
信仰 諸 則 」 を含 む

「
日本基 督 公 会 条例 」 を採

択 し た 。 しか し， 新島襄 は じめ 合同反対 の 宣教 師の 動 き ， 更 に は本 国 諸教 派 も

出先 国 日本 に お け る宣 教師 ら の 個 人 プ レ ー 的 合 同 主 義 に は 乗 り気 で は な く，
つ

い に 1877年 （明 治 10） ま で に は 「公 会 」 運 動 は頓 挫 し た 。

　さ て 第
一

に ，

「
公 会 」 運 動 の

1
一
信仰 理 解 」 の 特 徴 で あ る が

，

「万 国福 音 同 盟 会 」

の 「
教理 的基 礎 」 九 個 条 を京浜 の 諸 公会 が 翻 訳 し た

「
信仰 諸則 」 邦 訳 文 と英 文

原文 を比 較 して
，

そ の 特徴 を考察 す る 。 第
一

に 気 づ か さ れ る こ とは
「同盟 会 」

の
「
教理 的 基 礎 」 に お け る信 仰 個 条 の 配 列 が

一 種 の プ ロ テ ス タ ン ト的 神 学構 造

をな して お り， そ れ を邦訳 し た
「
公 会 」 運 動 の

「
信仰 諸則 」 に お い て もそ の 構

造 が 概 ね 忠実 に 継 承 され た と い う点 で あ る 。   第 1 − 2 条　聖 書 の 規 範 性 と個

人 的解釈権 の 容認 　  第 3 条　三 位 一 体 論 ， 第 4 − 5 条　人間 の 全的堕落 とキ

リス トに よ る 救済事 業 （受 肉 ， 贖 罪 ， 仲保 ， 祈 り ， 教 会 の 頭 ）   第 6　 7 条　救

済論 （義 認 と聖 化 ）   第 8 − 9 条　復活 ， 審判 ， 職 制 と聖礼典 の 神的起源 。
こ

の 四 部 構成 の 信仰 個 条 配 列 順 序 は
，

そ の 後 の 部分 的 削除 や 増補 は あ っ て も， 今

日 の 日本 基督 教 団 の
「
信 仰 告 白 」 前半の 神学 的基 本 構 造 に 顕著 な影響 を与 え て

い る と言 え よ う 。 第 二 に は ， 個 々 の
「
信 仰諸則 」 の う ち特 に 注 目 し た い の は ，

第 二 則 （条 ）で あ る 。 こ こ に は ，

「
聖 書 ヲ 読 ミ且伝 フ ル トキ 自己 ノ 決 心 二 任 ス ベ

キ ハ 充実 セ ル 事 」 とあ り
， 原 文 で は

「聖書の 解釈 に 際 し て は ， 私的判断の 権利

と 義務 を有 す る 」 とあ る 。 っ ま り，

「
同盟 会 」 も

「
公 会 」運 動 も ， 第 六

一
七 則 （条 ）

で は ，

「
第

一 宗 教 改 革運 動 」 の 正 統 な 救済論 を告白 しなが ら，

「
聖書 と伝統」 の

教 理 に 関 し て は ， 聖 書 の 教 会 的 解 釈 権 （信仰 告 白 の 規 範 性 ） を認 め な い こ と が

特徴 で あ る 。 逆 に 信仰 的敬虔 に 基 づ く
「
私的解釈権」 を承 認 す る点 で

「
第二 宗

教改 革運 動 」 で あ る
「
福音伝道 主義 」 の 体質 で あ る

「聖 書主義 」 を 主張 して い

る の で あ る 。 こ の よ うな特 徴 は ，

「公 会 」 運 動 の
「第 二 条 例 （公 会基 礎 ）」 に 表

明 さ れ た
「
教会理 解 」 に も共通 して い る 。

こ こ に は ，

「
単 二 聖書 ヲ標準 トシ 」 と

あ り，

一
応 プ ロ テ ス タ ン ト的聖 書原 理 を 掲 げ る教 会 と し て 自己 を規定す る が ，

こ れ は 先 の
「
信 仰諸則 」 の 第二 則 との 関連 で は

「
聖 書主義 」 の 表 明 と解釈す べ
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き で あ る 。 更 に ，

「
第 二 条例 」 で

「
基督公会」 の 本質 を 「

宗派 二 属セ ズ 」 と し て

「無 宗派 主義」を掲 げ， 更 に 「キ リス トノ 名 二 依 リ建 ツ ル 」
「
キ リス トノ僕 j ，

「
我

儕 ノ 兄 弟 」 と し て の 霊 的
一 致 と交 わ りを 強調 して い る 。 そ の 限 り に お い て 明 瞭

な こ と は
，

「
歴 史性 」 を もつ 教 派 主 体 の 責任 と 自覚 は犠牲 と さ れ ，

「教 会 の 霊 的

一 致 」 を信 じ る個 人 ， 及 び各 個 教 会 と し て の 各地 公 会 を主体 と し た ，

「19世紀 エ

キ ュ メ ニ ズ ム 」 の 特徴 と 限界 を引 き継 い だ
「
教 会 形 成 運 動 」 で あ っ た 。 従 っ て

程 な く，

「公 会 」運動 を指導 し た 宣教師 ら の 教派主義的 な 同僚 や ス ポ ン サ ー の 本

国教 派 が 「公 会 」 路 線 に 表 立 っ て 反対 す る と ， も と も と個 人 プ レ ー 的 な イ ニ シ

ア テ ィ ヴ に よ る運 動 ゆ え に 5 年余 りで 崩壊 した 。 そ して ， 以 後 は教 派 型 教会形

成 を前提 と して
， 類 似 の 歴 史体質 を 共 有 す る 二

， 三 の 教派 合 同 は あ り得 て も ，

大 合 同 は将来 の 課題 へ と後退 して 行 っ た 。 そ し て 「
福音同盟 会 」 日本支部 が

，

大 合 同 の 理 想 を担 う運 動 と し て 存 続 す る 。

　 第二 段 階　合 同 へ の
「
ス テ ッ プ 」 （1923− 1941）

　教 派 型 諸 教 会 の 形成 ，

「20世 紀 エ キ ュ メ ニ ズ ム 」 と して の 「日本基督教連盟 」

　 運 動 と 「合 同 教 会 案 」

　 日本 プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム に お け る 教会合同 に 向 け て の 新 し い ス テ ッ プ 段階

は ， 1923年 （大 正 12）に 発足 し た
「
日本 基督 教 連 盟 」 の 運 動 に よ り始 ま る 。

「連

盟 」 は ，
1910年 の エ ジ ン バ ラ 宣教会議以 後世界的 に 発 展 し て きた

「20世紀 エ キ

ュ メ ニ ズ ム 」 の 影 響 下 に 立 っ て い た 。 特 に 1922年 に 来 日 し た 国際宣 教 協 議 会 議

長 J．R ．モ ッ トの 呼 び か けで
，

厂福音 同 盟 会 」 の 後継組織 とな っ た
「
日本 基督教

同 盟 」 を翌 年 改組 し て 成 立 し た 。 元 来
「連 盟 」 は ， 各教 派 教 会や キ リス ト教 団

体 と い う教 会 主 体 の 運 動 で あ り
，

そ れ ら の 日本 に お け る友 誼 ， 協 力 を 目指 す も

の で あ っ た 。 だ が 次 第 に キ リ ス ト教 界 を代 表 す る 機関 の よ うに 外部 か ら見 られ

た 。 そ し て
， 戦時色 が 強 ま っ た 1939年 （昭 和 14） の

「
宗教 団体法 」 の 成 立 時 に

は ， 加 盟 教派 も増大 し ， 教 派 大 合 同 の 為 の プ ラ ン
，

「
合同教会案 」 （「教 義 の 大 要 」

も 含む ） を作成 した 。 そ し て ， 1941年 （昭和 16） に は ，
こ の 合 同 案 を検 討 し つ

つ
， 更 に 新 しい 教団 の

厂
教義 ノ 大要」 等 を定 め ， 30余 りの 教 派 教会 に よ る 大合

同 ジ ャ ン プ に よ りつ い に 日本基 督 教 団 が 成 立 し た 。
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　さ て
， 話 を戻 して

「
日 本基督教連 盟 」 の

「教 会 理 解 」 を ，

「日本 基 督教連盟 憲

法 」 が 掲 げた 目的 や 職 能規 定 に 従 っ て 考察 して み よ う。 第三 条 の
一

に は
，

「
日本

二 於 ケ ル 基 督教諸団体 ［教会 と団体］ ノ 親 和協 同 ヲ 図 リ全世 界 ノ基 督 教 会 ト
ー

体 ノ 実 ヲ 挙 グ ル 事 」 と あ る 。
こ こ で 注 目す べ き は 二 点 あ る

。 第
一

は 曾 て の 「万

国福 音 同盟 会 」 が 個 人 主 体 の エ キ ュ メ ニ ズ ム 運 動 で あ っ た の に 対 し ，

「連 盟 」 は

諸教 派 と団体 が 加盟 主 体 と さ れ て い る 点 で あ る 。 こ の 新 原 理 は ，

「20世 紀 エ キ ュ

メ ニ ズ ム 」 の
「
連盟 」 運 動 の 中で 確 認 さ れ た 。 第 二 に ，

「
福音 同 盟 会 」 同様 こ の

運 動 で も，

「全 世 界 ノ 基 督 教 会 ト
ー

体 ノ 実 ヲ挙 グル 事 」 と い う諸教 会 の
「霊 的 一

致 」 の 信仰 は維持 さ れ て い た 。 従 っ て 「連盟 運 動 」 と は ， 各教 派 型 教会 の 信条 ，

政体 ， 礼 拝 形 態 と い っ た
「
歴 史 性 」 の 相 違 を認 め つ つ も ， そ の 教 派 の 背後 に あ

る キ リ ス トの 教 会 と して の
「
霊 的

一
致 」 を信 じ る信 仰 を 前提 とす る新 し い エ キ

ュ メ ニ ズ ム 運 動 で あ っ た 。 そ の 為 ，

「
憲 法 」 第 三 条五 で は ，

「
本会 ハ 教会 ノ 信条

及 政 治 ノ 諸 問題 二 触 ル ル 権能 ヲ有 ス ル 者 二 非 ズ 乂 其 決 議 ハ 強 制 的 ナ ル モ ノ ニ ア

ラ ズ 」 と
， 諸 教 会 ， 団体 に 対 し て は 単 な る 調 整 ， 協 力 機 関 に す ぎな い こ と を 自

己 表明 して い た 。

　 と こ ろ が で あ る 。 先 に も述 べ た よ う に 軍国主義政権が 制定 し た 「宗教 団体法 」

とい う教会外 か らの 外圧 ， 特 に 教 会 数50以 ⊥ ， 会 員 5 千名以 上 に 満 た ぬ 教 会 は

「宗 教 団体 」 と して 公 認 さ れ な い とい う規 定 の 適 用 を 恐 れ た 小 教 派 は ， 大 合 同 ジ

ャ ン プ に 参加 し 自派 の 存続 を 目指 そ う と の 考 え が あ っ た 。 そ こ で
「
連 盟 」 は従

来 の 使命 を越 え て
， 大合 同 の た め の

「
合同教会案 」 を性 急 に 練 る こ と とな っ た 。

しか し ，
こ の 案 文 中 の

「教 義 の 大 要 」 に 盛 ら れ た 来 る べ き 合 同教 会 の
「
信 仰 理

解」 は ，

「
福音伝道主義 」 の 理 念 か ら見 て さ え不十分 な内容 で あ っ た 。 例え ば，

こ の 案 文 の
「
二

， 所 依 の 経 典 」 の 箇 条 で は ，

「
旧 新 約 聖 書 を 以 て 所 依 の 経 典 とす 」

と
一

応
「聖書原理 」 を掲げて い る。 しか し，

「三
， 教義 の 大要 」 の 部分 で は ，

「
使

徒 信 条 」 か ら 三 位
一

体 の 告 自 と 教 会 ， 罪 の 赦 し ， 永 遠 の 命 へ の 信 仰 を 箇条的 に

抜粋 し ， 又 「公 会 」 の
「
信仰 諸 則 」 の 最終第 九箇条か ら二 聖 礼典 へ の 信仰告白

を採用 し た もの と 思 わ れ る 。 従 っ て こ の 連 盟 の
「
教 義 の 大要 」 を 全 体 と し て 見

る と ， あ の
「
公 会 」 の 「信 仰 諸 則 1 よ り も

一
層

「
福 音 主 義 的 」 教 理 の 告 白 が 弱
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ま り，

「
第

一 宗 教 改 革 運 動 」 の 中心 教 理 で あ る 「信仰 告 白の 副次 的規範 性 」，

「贖

罪論 」 や
「
義認 と聖化 」 の 信仰告 白が 除外 され て い る こ とが 分 か る 。 教 派 を参

加主体 と し た
「
連盟 」 は ， 本来教 派の 「歴 史性」 を徹底 的に 研究 し ， そ れ を乗

り越 え る包 括的教会 論 を構 築 す べ き使命 が あ っ た はずで あ る 。 しか し， 逆 に 各

教 派が な る べ く受 け入 れ や す い
「
信仰理 解 」 の 最大公 約数 を狙 う簡 易信条案文

作 成 に 流 れ た 。 そ の 中身 も ，

「
使 徒 信 条 」 を 中心 と し た

「福 音主 義 な き公 同 主義 」

止 ま りの
「
信仰理 解 」 で 合同 の 教 理 の コ ン セ ン サ ス を作 ろ う と し た 。 そ の 点 に

「連盟 」 に よ る合同準備 の 性急 さ ， 杜撰 さが 伺 え る 。

　 こ う して 見 る と ， 合 同 に 向 け て の 日本 の
「
連 盟 」 運 動 は以 下 の よ う に 評 価 さ

れ るで あ ろ う。 貢献 面 と して は ，

「
公 会 」運 動以 来 日本 に 移植 さ れ た キ リス トの

教 会 の
「
霊 的

一
致 」 へ の 信 仰 を継承 し ， 制度的 に も実現 しよ う とす る

「20世紀

型 エ キ ュ メ ニ ズ ム 」 運 動 を教 会 合同の 第二 段階 ，
ス テ ッ プ段 階 と して 我 が 国 で

開始 し た 点 で あ る 。 歴史的事実 は
「宗教 団体法 」 とい う外部か ら の 後押 し もあ

っ た と は 言 え
，

厂
エ キ ュ メ ニ ズ ム 」が 再 び 日本 の 諸 教 会 を合 同 へ 動 か し た の で あ

る 。 しか し ，
こ の 運 動 を介 し た教 会 の 合 同過 程 に 内在 し た 弱 点 は 次の 二 点 で あ

る 。 第
一 に

，

「公会 」 運動 と 「連盟 」 運 動 とい う二 つ の エ キ ュ メ ニ カ ル な合 同 運

動 の 神学的論理 の 違 い や制度形成上 の 相違 を十分理 解 し て合同 ジ ャ ン プ に む け

て
， 責 任 あ る緻 密な 段階 を追 っ た

「歴 史認 識 」 を参 加 教 派 が 確立 すべ きで あ っ

た
。

し か し
，

そ れ は 少 数 の 具 眼 の 士 （逢 坂 元 吉 郎 ， 熊 野 義 孝 な ど ） を 除 い て は

殆 ど で き て い な か っ た 。 第二 に ， 諸教派 合同 の 結果 ど の よ うな 「
信仰理 解」 に

立 つ
「

福音主 義的公 同教 会 」 と な る の か
，

ま た そ の 合 同教 会 は
「
歴史性 」 を異

に す る各教 派教会 に 対 し そ の 歴 史的 「信仰理 解 」 や教会 制度 に 対 し ど の よ うな

自己変 革 を求 め る の か を 明 瞭 に 示 す
「神 学 要綱 」 や 包 括 的教 会論 的 着 地 点 を 示

さ な か っ た 。 有 り体 に 言 えば殆 どの 教派 に と っ て は ， 信仰 的最 大 公 約数 を纏 め

る 簡易 信 条 ， 簡易教会論 で 多数 を括れ れ ば よか っ た 。 そ の 姿勢が 連盟 に よ る
「
合

同教会 案 」 に色 濃 く現 れ て い る 。 そ し て こ の よ う な
「欠 陥 ジ ャ ン プ 」 の 付 け が

す ぐ回 っ て 来 て
， 戦後 の 教団 を更 に 悩 ま し続 け るの で あ る 。
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伝 道 す る 福 音主 義的公 同教 会 ヘ ジ ャ ン プ ！

　第三 段 階 合 同 へ の ジ ャ ン プ （1941一 現 在 ）

　日本基督教団の 成 立 ， 戦 後 の
「教 憲 」 制定 ，

「
会派 問 題 」 と 「信 仰 告 白 」 の 制

　定 ，
「社 会 派 問 題 」 と教団 の 現 在 の 諸 課 題

　で は ，
1941年 （昭和 16） に 成 立 した 日本基 督教 団 は ， どの よ う な合同 に 至 る

「
歴 史認 識 」 ．

「
信 仰 理 解 1，

「教 会 理 解 」 を も っ て い た か に つ い て 四 つ の 時期 に 分

け て ， 具体的 に 考察 して み よ う 。

　（1） 最初 に ， 教 団 成 立 時 の
「
教 団規 則 」 第 四 条 の

「沿 革 」 に 示 さ れ た 合 同 に

至 る
「歴 史認 識 」 は次 の よ う な もの で あ る 。

「… … 明 治 五 年二 月 二 日横 浜 二 日本

基 督公 会 設立 セ ラ ル 是 レ 我国 最初 ノ 福音主 義教 会 ニ シ テ 何 レ ノ 教 会 ノ 派 ニ モ 所

属 セ ザ ル モ ノ ナ リ シ モ 漸 次 欧 米 教 会 諸派 ノ 移植 セ ラ ル ル ア リ」 。 教 団 は合 同 へ

の ホ ッ プ段階 の
「公 会 」 運 動 と そ の 崩壊後 の 教派型 教 会 形 成 に つ い て は ，

一
応

正 し い 認識 を示 し て い る 。 し か し ，

「
公 会 」 と そ の 後 の 諸 教 派 が ど の よ う な 意味

で
「福音主 義教会 」 な の か ， 本講演 流 に 言 えば 「第

一
宗教 改 革 運動 」 の 系譜 な

の か ，

「
第二 宗 教 改 革 運 動 」 の 系譜 な の か ， あ る い は そ の 双 方 な の か ， 神 学 的 判

断 は曖 昧 で あ る 。 続 く合 同 へ の
「
ス テ ッ プ 」，

「ジ ャ ン プ段 階 」 に つ い て も ， 次

の よ う に 語 る の み で あ る ，

「… … 此 ノ 間 屡 各派 ノ 間 二 合同 ノ 議起 コ リ シ ガ 遂 二 全

福音 主義教会 合
一

ノ 機 熟 シ 昭 和 十 五 年十月十七 日東京 二 開 カ レ タ ル 皇 紀二 千 六

百 年奉祝基督教信徒大 会 二 於 ケ ル 教 会 合 同 盲 言 ノ趣 旨二 某 ズ キ
… … 翌 十 六 年六

月二 十 四 日及 二 十 五 日 ノ 両 日東 京 二 開催 ノ 組織総会 ヲ 経 テ 茲 二 本 教 団 ノ 成立 ヲ

見 二 至 レ リ」 と 。 こ こ で 特徴的 な こ と は ， 合同 へ の ス テ ッ プ段階 とな っ た 「連

盟 」運 動 の 神学的理 念 や 制度的 性格 に 関す る認識 は薄 く，

「屡 各 派 ノ 問 二 合 同 ノ

議起 コ リ シ ガ 」 と さ ら り と 扱 う 。 又
「宗 教 団 体 法 」 と い う後 押 し に も触 れ ず ，

た だ 1
全福音 主 義教 会 合

一
ノ 機 熟 シ 」 と内在 的 動 因 の み に 言 及 す る だ け で あ る 。

要 す る に 教 団成 立 に 至 る 歴 史過 程 に つ い て は ，

「公 会 」 の 意義 を 強 く強調 す る傾

向 は あ る が
，

そ の 後 の 諸段階 を 区別 して 神 学 的 ， 制度的問題 点 を 自覚 す る意 味

で の
「歴 史認 識 」 は 弱 い

。 第 二 に 当時 の
「
信 仰 理 解 」 を吟 味 し よ う 。 教 団発足

時 に 実際制定 さ れ た
『
教団規則 』 内 の

「
第 五 条　教義 ノ 大要 」 （先 に 分析 し た連

盟 に よ る合 同教 会 案 」 の
「
教 義 の 大 要 」 と は異 な る ） は ， 恐 ら く

「
連 盟 」 の ぞ
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れ へ の 厳 しい 批判が あ っ た の か ， 関係者 に よ る 格段 の 改善努力 の 跡 を認 め る こ

とが で き る 。 な ぜ な ら ば ，
こ の 文 書 に 表 明 さ れ た 「信仰 理 解 」 は ， 構 造的 に は

「公 会運 動 」 の 厂
信仰諸則 」 の 順序 に 倣 い

，

一
部

「
使徒信条」 の 箇条 を加味 し，

全 体 と して 以 下 の 四 部構 成 を取 る よ うに 仕立 て 直 さ れ て い た か らで あ る 。   イ

エ ス ・ キ リス トの 啓示 と聖書証言 ，   三 位
一

体 の神 と御子 キ リス トの 受肉， 贖

罪 ， 復 活 の 事業 に つ い て ，   救済 論 （信 仰 義認 と聖 化 ， 永遠 の 生 命），   キ リス

トの 体 な る 教会 ， 召命共同体 ， 礼拝 ， 聖 礼典 ， 福音 宣 教 ， 主 の 再 臨の 希望 。
こ

の よ うに 改善 さ れ た
「
大要」 に よ り教団 は，

「
第

一 宗教改 革運 動 」 の 系譜 に 立 つ

福 音 主 義 的 公 同 的 な
「
信 仰 理 解 」 に 幾分 か 接近 し た 。 従 っ て ， こ の 「大 要 」 は

後 に 1954年に 制定 され る
「
日本基督教団の 信仰告白」 の 原型 と され る の で あ る 。

し か し ， 各教 派 の 歴史的信仰 告 白や 信 条 を検 討 し て ， 様々 な神学 的問題点 を総

合的に 指摘 しつ つ 形 成 さ れ た 教 団 の
「
神学的 要 綱 」 と は 到底 言 え な い

。 寧 ろ 各

教派の 信仰 の 最大 公 約 数 を ま と め た ご く簡 易 な
「
大 要 」 で あ る 。 そ の 問題 点 に

加 え ， 1941年時点 で は ，
こ の

「教 義 ノ 大 要 」 は 飽 くま で 『教 団規 則 』 内 の
「
大

要 亅 で あ り， 聖 書 正 典 の 教会的解釈 を告白す る
「
信仰告白」 の 位置 づ け を さ れ

て は い な い
。

「聖書 と伝統」の 規範 性 に 関 して は
， 当 時 の 教 団 は寧 ろ次 の よ う な

不 鮮明 な立 場 を表明 して い る ，

「
第六 条　本 教 団 ハ 旧新約 聖 書 ヲ以 テ所依 ノ 教典

トシ使 徒信 条其 ノ 他 ノ 信 仰 ノ 告 白二 準 拠 ス 」 と。 聖 書正 典 を 「教 典 」 と は す る

が ， 明確 な 「正 典 」 告 白 に は 至 っ て い な い
。 そ の 上 ，

「
信 仰 告 白」 ，

「
使徒信条 」

が 教 会的 信 仰 に 対 し て 有 す る副次 的規範性 の 告 白 もな く，

厂規 範 とす る 」 と も

「 （規 範 で は な い が） 依 拠 す る 」 と も取 れ る 極 め て 曖昧な
「
準拠 ス 」 と い う表現

に 止 ま っ て い る 。 そ の 意味 で ， 教団 は
「聖 書 と伝統」 の 教 理 理 解 で は ，

「
福音主

義的公 同主義 」 の 理 念 の 立場 か らす る と，
い ま だ不 満足 な理 解 に あ っ た 。

　（2） さ て
，

1945年 （昭和 20） の 太 平 洋 戦争敗戦 と 日本 の 軍 国 主 義政 権 の 崩壊

に 伴 う
厂
宗教団体法 」 の 廃止 に よ り，

「外 圧 」 が
一

応外 さ れ た 日本 基督教 団 は ，

戦 後 民 主 化 社 会 に 相 応 し く再編成 と再 出発 をす る こ と を求 め られ た 。 そ こ で ，

1946年 （昭 和 21） に ， 教 団 は
「
教憲 」 の 制定 を行 い

，

「教 会 理 解」 を改 め て 整 え

直 した 。 合 同 ジ ャ ン プ後 ， 試 み られ た 「実質化ジ ャ ン プ」 の
一
環で あ る。 その
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伝 道 す る 福 音 主 義 的 公 同教 会 ヘ ジ ャ ン プ ！

「
教 憲 前文 」 に 表 明 さ れ た

「
教 会 理 解 」 に つ い て そ の 大 まか な 構造 を 纏 め れ ば以

下 の よ う に な る 。   神 の 聖 な る 意志 ， 召 し
，

聖 霊 の 恩寵 に よ る
「聖 な る公 同教

会 」 の 結集 。   可 視的
一

不 可 視的 な 教会 へ の 信 仰 と福音 宣 伝 ， 聖 礼典執行 の 使

命 と 主 の 再 臨 へ の 希 望 。   教 団 合 同 へ の
「
歴 史認 識 」 の 再 表 明 。 先 ず ， こ の

「
前

文 」 の   ，   で は ，

「
第

一
宗 教 改 革運 動 」 の 教 会 論 の 遺 産 で あ る

「
不可視的　可

視 的 な 聖 な る 公 同 教 会 」 の 概念が 合 同 ジ ャ ン プ の
「
実質 化 の た め の 神学 的 着地

点 」 と し て 漸 く自覚 ， 表 明 さ れ る よ うに な っ た
。 更 に 歴 史認 識 」 に つ い て は

，

「我 が 国 に 於 け る 三 十 有 余 派 の 福 音 主 義 教 会 及 其 の 他 の 伝 統 を有 す る 教 会 は 」 ，

「
奇 し き摂理 の 下 に 御 霊 の 賜 ふ

一
致 に よ り各 そ の 歴史 的特質 を尊重 しつ つ

， 聖 な

る 公 同 教会 の 交わ りに 入 る に 至 れ り」 と語 る 。 こ こ で は ，

「公 会 」 運 動 以 来継承

さ れ て きた 教 会 の 「霊 的
一

致 」 へ の 信 仰 が 再 確 認 され た 。 しか も1941年 当時 の

「
沿 革 」 よ り は幾 分 改 善 され て

「連 盟 」 以 来 の 諸教 派 が 立 脚 して きた
「20世 紀 エ

キ ュ メ ニ ズ ム 」 の 原 理 た る 「歴 史 的特 質 を尊重 しつ つ 」 と い う姿 勢 が 表 明 さ れ

て い る 。 しか し
， 依然 と し て

「
公会 」 運動 に 続 く

「
連盟 」 運動 の 歴史役割 の 認

識 が 不 明 確 で あ る こ と
，

「宗 教 団 体 法 」 の
「外 圧 」 の 認 識 が 表 明 さ れ て い な い 欠

点 な どが 指摘 され よ う。 更 に 簡易教会論 で 合同 の 実質 ジ ャ ン プ を進 め よ う とす

る傾 向 は ， 例 え ば 「教 憲 1 の 第 一
， 第 二 条 を 注 意 深 く読 む と判 明 す る 。

「第 一 条

本教団 は主 イ エ ス ・ キ リス トを首 と仰 ぐ公 同教 会 に して … …
」 と あ るが

， 既 に

各 方 面 か ら批 判 が あ る よ う に ， 他 の 諸 教 派 を 除 外 して 教 団 の み が
「
公 同教 会 」

で あ る か の よ うに 自己 理解して い る と誤解 さ れ る危険性 を孕 ん で い る 。 又 「聖

書 と伝 統 」 の 理 解 も依 然 不 十 分 で あ る 。

「
第 二 条　本 教 団 は 旧新約 聖 書 を神 の 言

に し て 救 い の 要 道 を悉 く載 せ た る もの な り と信 じ使 徒 信 条 其 の 他 の 信 仰 の 告 白

に 準 拠 す る も の と す 」 と あ る 。 こ こ に は 聖 書が 救 い に と っ て 「十 分性 」 と規範

性 を有 す る こ と を明確 化 し た 進 歩 が 認 め られ る 。 しか し ， 信仰 告 白や 使徒信条

の 「規 範性 」 に つ い て は ，

「準 拠 」 と表現 さ れ ， 聖 書 に 次 ぐ 「拘束性 」 を認 め る

の か ， そ れ と も 自発 的
「
賛美告白」 に と ど ま る の か ， 曖昧 の ま ま に さ れ た 。

「
教

憲 」 第三 条 に は ，
1941年 の

「
教 義 ノ 大 要 」 と ほ ぼ 類 似 した

「
教 義 の 大 要 」 が 採

用 さ れ て お り， 既 に そ の 内容 と 問 題 点 は 指 摘 し た の で こ こ で は 繰 り返 さ な い
。
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総 じて 1946年 に 制定 さ れ た 「教憲 」 に 内在 して い た 以 上 の よ う な諸 問題 点 は ，

や が て 戦 後 の 教 団 を横 殴 りに 襲 う二 つ の 大 きな 試 練 的 突 風 で あ る
厂会 派問題 」，

「
社会 派問題 」 に よ っ て 暴露 され た 。

　（3） 「
会派 問題 」 と は ， 1945年 か ら1950年代前半 に か け て か な りの 数 の 旧教派

的 グ ル ー プ （日本福音 ル ー テ ル 教会 ， 日本基 督 教 会 ， 日本バ プ テ ス ト同盟 ， ホ

ー リネ ス 教 会 な ど）が 独 自の
「
歴 史性 」 を 主 張 し

，

厂会 派 」 と し て
「
公 認 」 を受

け活動 す る こ と を教団か ら求 め た 運動 で あ る 。 その 理 由 と して は ， 彼 ら は 1941

年 の 大 合同 ジ ャ ン プ の 決断 を
「
宗教 団体 法 」 の 後 押 し に よ る も の で あ り ， 神 学

的 に は コ ン セ ン サ ス を 欠 く未熟 な もの で あ る と した こ と で あ る 。 だ か ら ， 今
一

度時計 の ネ ジ を逆 に まわ し ，

「
連盟 一

部制 」方式 の 原 理 の 踏 切 地 点 に 帰 り， そ こ

で 教 団 を 「会 派 」 を主 体 と し た連 盟 に 再 ・再 編 し て 「
合 同 」 の 実質化 を試 み よ

う と し た の で あ る 。
こ の 当時 の 「会派 主 義者 」 の 主 張 に は ， あ る 種 の 妥 当性 と

，

に も拘 わ らず教 団 へ の 責 任 回避 的 な 二 つ の 問題 点 が 潜 ん で い た 点 を 指 摘 せ ざ る

を え な い
。 成 る 程 ，

1941年時点 で の 大合同 ジ ャ ン プ 踏切 の 未熟 さ ， 性急 さ に つ

い て の 指摘正 し い
。 しか し， 第

一
に ， そ れ ほ ど 自派 の

「
歴 史性」 が 大 切 な らば ，

「宗 教 団体 法 」 が 求 め た 会 員 5 千 人 以 上
， 教 会 数50以 上 の

「
宗教 団体 」 公 認 資格

を ク リア した 教 派 まで が な ぜ こ の 大合 同 に 参 加 し た の か と い う疑問が 残 る 。 そ

れ こ そ
， 旧教 派 の

「
歴史性」 を盾 に と り， 教団 に 参加せ ず別 個 に

「
宗 教 団体」

と して 公 認 され る道 を求 め る こ と も で き た は ずで あ る 。 だか ら ， 軍 国 主義 に 押

し付 け られ て
「
教 団 」 の 参 加 さ せ られ た と い う被害者意識 を 剥 き 出 し に し て

，

「
連 盟一

部 制 一 会 派 」方 式 に 囘帰 す る立 場 は説 得 的 で は な い 。 第 二 に ， 教 団 に 参

加 し た 総 て の 旧教派 グル ー プ は ， 理 想 の 教 団 の 教 会 論 的着地 点 を
「
福音 主 義的

公 同教 会 」 に 定 め ， 他 の 旧教派 の 歴 史 や 信 仰 告 白 を も十分 研究 し ， 自派以 外 の

教会 論 を考慮 し て 神学 的 に 総 合 し た ヴ ィ ジ ョ ン を練 っ て 提出す る義務 を お っ て

い た 。 と こ ろが ， そ う し た 教 団 形 成 の た めの 教 会 論形成 の 責任 は無視 し， 教 団

の
厂
霊 的

一
致 」 を犠 牲 に し て

「歴 史 性 」 を優先 す る教 団 内
「
会 派 」 を公 認 せ よ ，

で き な け れ ば 自派 は 離 脱 す る と い うわ け で あ る 。
こ の 姿勢 は正 し か っ た の だ ろ

うか 。
こ れ に 対 し て ， 教団 は苦汁 の うち に

「
も し教 会性 を もて る会 派 を公 認 す
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伝 道 す る 福 音 主 義 的公 同教 会 ヘ ジ ャ ン プ ！

る な ら ば ， 精 神 的誠 実 が 会 派 に 吸 収 さ れ て ， 教 団 は 名 目の み の 存 在 と な る だ ろ

う」 と し，
1950年 （昭 和25） の 第六 回 教団 総会 で 会派 は公認 せ ず との 対応策 を

決 定 し た 。
こ れ に 反 発 し ， 先 に 指 摘 し た よ うな か な りの 数 の 旧教 派 グ ル ー プ や

各個教会 が 教団 を離脱 し た 。 思 う に
， 会 派 主 義者 の 離 脱 も ， 戦 中の 性 急 な 合 同

参加 に 劣 らぬ あ る意味 で は 無責任 で 性急 な 決 定 で あ っ た 。

　 こ の
「会 派 問題 」 の 突風 が

一
応 沈 静 化 した 1954年 （昭和 29） に ， 教 団 は

「
日

本 基 督教 団信 仰告 白」 を 制定 し た 。 そ の 形式 を見 る と ， 旧 日本基督教会 の
「
信

仰告白」 に 倣 い
， 前半で 福音 主 義 的 教 理

， 後 半 で 「使 徒 信 条 」 を 告 白す る形 式

を取 っ た 。 しか し ， 前年 に 招集 され 制定準備 に 当 た っ た 「
信仰 告 白制 定特別 委

員 会 報 告 」 に よ る と ， 従 来 の
「
教 憲 」 第 二

， 三 条以 上 に 聖 書 の 正 典性 と十分 性

や 贖 罪 論 の 明 確化 ， 義認 の 中心 を 押 さ え つ つ も赦 し に 続 く潔 め を強調 し， そ し

て教会 の 終末論 的 一 倫 理 的 性 格 を明 確 化 す る との 方 針 で 案 文 が 検討 され た と い

う 。 適切 な 指針 で あ る 。 そ の 結果 ， 以 下 の 教理 構造 を もつ 現 行 の 「
信仰 告 白 」

が 定 め ら れ た 。   聖 書正 典 の 被霊 感 性 ， 証 言 性 ， 規 範 性 ，   三 位
一

体神 と キ リ

ス トの 事 業 （受 肉 ， 十 字 架 の 犠 牲 ， 贖 罪 ），   神 の 選 び ， 信 仰義認 と聖 化 ，   教

会 の 使命 と本質 （礼拝 ， 宣 教 ， 聖 礼典 の 執行 ， 愛 の 業 ， 再臨 の 希望）， そ し て 後

半 で 使 徒 信 条 の 告 白 。 繰 り返 す ま で もな く， 前半 の 四 部構成 は
， あ の

「
万 国福

音 同 盟 会 」 の
「
教理 的基礎 」 に 基 づ く 「公 会 」 運 動 の 1信 仰 諸則 」 の 基 本構成

の 伝統 を受 け継 ぐ もの で あ る 。 勿論全 体 と し て 依然 と し て 簡 易信 条 ， 簡 易 教 会

論 の 限界 内 に あ る が ， か つ て の
「
教憲 」 内 の

「
教義 ノ 大 要 」 に 比 べ か な りの 改

善 が 見 られ る 。 聖 書論 と救済論 理 解上 の 改 善 は無論 の こ と ， 特 に
「
信仰 告 白 」

の 教 会 論 に 注 目す る と以 下 の 特徴が 分 か る 。 最初 に ， 教会 は
「主 キ リス トの 体 」

で あ る の み な らず ， 恵 み に よ る
「召 命共 同体 」 と し て の 本 質 が 告 白 さ れ て い る 。

そ の 上 で
， 教 会 の

「使 命 」 と し て ，

「公 の 礼拝 」 と
「
福音 を正 し く宣 べ 伝 え 」，

「
バ プ テ ス マ と聖 礼 典 」 の 執 行 す べ き こ と を 強調 す る 。

こ の 教 会 の 使命 の 告 白

は ， 明 らか に
「
み 言葉 の 宣 言 者 と して の 教会 」 論 の 伝統 に 立 っ て い る 。 最後 に ，

教 会 的倫 理 の 中 心 と し て
「
愛 の わ ざ 」 と

「
主 の 再 臨 へ の 希望 」 あ る生 活 の 意 義

を強調 して い る 。 従 っ て 全 体 と して 見 る と
，

「会 派 問題 」 とい う突 風 の 試練 を 経
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て 漸 く教団 は ， 実質的 な ジ ャ ン プ の た め の 着地点 と して
「
福音主義的公同主義」

的 な教 会 論 を簡 易 な 「信 仰 告 白 」 の 形 で 一 応 告 白 した の で あ る 。

　 と こ ろが で あ る 。 全体 と し て 改 善 され た
「
信仰告白」 に も

「
画竜点睛 を欠 く」

諸 問題 が 残 っ て い た 。 そ れ は
，

こ れ ま で も指摘 し た よ うに ，

「
聖書正 典 」 の 規範

性 は確立 して も， 依然
「非 信 条主 義 」 系教 会 を抱 え て い る教 団 は

「
信仰 告 白 」

の
「聖 書 に規制 され た規範性」 に つ い て は敢 え て 神学的， そ して 教 会法 的確定

を 避 け て き た とい う問題 で あ る 。 そ れ が 証 拠 に
，

「
信 仰 告 白 」 に 関 す る

「
制定委

員会 」 の 「付帯的説明 」 で は ， 信仰告白 は 自発的 な 賛美告白で あ りつ つ
，

「
教団

を 律す る拘 束性 を もつ もの 」 と し て
， 両 面 の 関係 を単 に 並 列 さ せ て い る だ け で

あ る 。 従 っ て ，

「
信仰告 白」 の

「
賛美告 白」 の 自発性 と

厂
拘束性 」 との 関係 に つ

い て の 神学的解明 の 課題 は 曖昧な ま ま残 さ れ た 。 第二 に ， 1946年以 後1962年 （昭

和 37）に か け て 幾度 か 改定 され 作 られ た現 行 の 「教 憲 」 第
一

条 で は
「教 団 は

… …

本教団 の 定 め る信仰告 白を奉 じ … …
」 ， 又 同第七 条で は「所属教会 は ， 本教団の

信仰 告 白 を奉 じ る者 の 団体 」 と規 定 され て い る 。 こ の
「奉 じる 」 を 1962年 の

厂教

憲 改 正 案解説」 で は 「保 持 す る 」 つ ま り 「告 白す る 」 と同義で あ る と解説 し て

い る 。 しか し ， 結局 1信 仰 告 白」 を拘 束 性 あ る もの と し て い る の か ， そ うで な

い の か 曖昧 な ま ま残 され たの で あ る 。

　（4） こ の
「
信仰告 白」 の 規範性問題 の 解決 へ 教 団が 更 な る ジ ャ ン プ を試み る

前 に ， 60年 代 末 期 か ら第 二 の 突風 とい うべ き
「
社 会派 問題 」 に 襲 わ れ た 。 そ の

結果 ， 教団 の 合同実質化 ジ ャ ン プ は今 日迄大 き く頓挫 させ られ て い る の で あ る 。

紙 面 の 関係 で ， こ の 問題 に 関 し て は簡 略 に 述 べ る に 止 め よ う 。

「社 会 派 問題 」

は ， 当時 の 全共闘運 動 な ど に 影響 され た い わ ゆ る
「
問題提起者 」 た ち の

厂
万国

博 キ リス ト教 館 出館 」 批 判 を材料 に して な さ れ た資本主 義体制批判 に 同調 し ，

教 団 内外 で 様々 な社 会変革活動 を遂行 し た 諸 グ ル ー プ の
「
社会 派連合」 に よ り

引 き起 こ さ れ た 。 そ して そ れ に 対抗す る
「
教会派連合 」 との 対立 に よ る教 団，

教 区に お け る教 団形 成路 線 と リー ダー シ ッ プ 把握 を め ぐる紛争 問題 の こ とで あ

る 。 当初 は ， 教 団 の 社会 的倫 理 的使 命 をめ ぐる路 線 闘 争 の 性 格 を色 濃 くして い

た 。 し か し
，

や が て 70年代 か ら，

「社会 派連合 」 系 の 教 団 リー ダー の 登 場 と共
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伝 道 す る福 音 主 義 的 公 同教 会 ヘ ジ ャ ン プ ！

に ， 教 団 問題 は
「
信 仰 と職 制 」 領域 の 混 乱 に 及 び ， 社会派連 合の 多 くが 教師検

定試 験 の 合格 基 準 に お け る
「
信 仰 告 自 」 の 基 準性 の 無 視 ，

「信 仰 告 白 」 と
「教 憲 」

改 悪 ， 聖 書 正 典 批 判 ， 未 受 洗 者 の 陪 餐 許 可 ，
二 重 教 職 制 の 廃 止 ， 未 だ 按 手 礼 を

受 け て い な い 者 の 聖 礼典執行 な ど を主 張 し実践 し た 。
つ ま り ，

こ の
「
社 会 派 問

題 」 に よ り， 教 団 は 全 体 と し て ， 合 同 実質 化 の ジ ャ ン プ も踏 み切 れ な い ど こ ろ

か ，

「
福音主 義的公 同教 会 」 理 念 とい う 目標 も， そ れ に 至 る

「三 段 跳 び 」 トラ ッ

ク の 道 筋 まで 不 明 確化 させ られ た の で あ る 。 しか し な が ら ， 1996年秋 の 第三 十

回教 団総会 で 選 出 さ れ た 「福音主 義的 」 な教 団議長 ， 副議長 の リー ダー シ ッ プ

に よ り漸 く従来 の
「
社会 派 連 合 」 主 導 の 教 団運 営 に 対 し て 改 革 の 楔 が 打 ら込 ま

れ た 。
こ の よ う な 改 革 の 継続 と教 団 本来 の 課題 で あ る

「
実質的合同 ジ ャ ン プ 」

の 実現 こ そ ， 今後 の 教 団 の 最大 の 課 題 で あ る 。 以 下 本講 演 の 議 論 を要 約 し ，
こ

れ らの 課 題 遂 行 の た め の 幾 つ か の 神学的 ， 制 度 的 改 革 ガ イ ド ・ ラ イ ン を提 言 し

て 結 び た い
。

　結論　教団 を 「伝 道 す る 福 音主 義 的 公 同教 会 」 とす る 実 質 的 合 同 ジ ャ ン プ の

　 　 　 　 た め に

　（1） 「
歴史認識 」 。 教団成 立 に 至 る 口本 プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム の 大 き な流 れ の

一
つ は ， 世 界 教 会 史 に お け る

「
エ キ ュ メ ニ ズ ム 」 と の 交流 に よ り発 生 し た 三 段

階 に 亙 る
「教 会 合 同運 動 」 を中核 と し た 歩 み で あ る 。 そ れ を 「三 段 跳 び 」 に 譬

え れ ば ，

「 ホ ッ プ 段 階」 は ，

「公 会 」 運 動 と
「
万 国 福音 同 盟 会 」 日本支部 に よ る

運 動 （1872− 1923），

「
ス テ ッ プ 段 階 」 は

「
日本基 督 教 連 盟 」 運 動 と 「教 会 合 同

案 」 の 準備 （19231941 ）， 最後 の
「ジ ャ ン プ段階 」 は教団成立 とそ の 後 の 諸問

題 を 克 服 し て 徐 々 に
「
福 音 主 義 的 公 同教 会 」

へ 実 質 的 に ジ ャ ン プ を 続 け る そ れ

で あ る 。 し か し ， 目下 こ の 課題 の 前進 を阻害 して い る 最大要因 は「
社会派問題 」

で あ り，

「
社 会 派 連 合 」運 動 が 目指 す の は ，

こ れ ま で 指摘 し た 日本 プ ロ テ ス タ ン

テ ィ ズ ム の
1
信仰理 解 」 と 1

教 会理 解 」 の 深 化 と蓄積 の 財 産 全 体 に 亙 る 社 会 派

的 な 批判 と否 定 で あ る 。 こ れ に 対 抗 し ， 教 団 改 革 を遂 行 す る た め に は
， 今 一 度 ，

日本 プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム が 辿 っ た 神学理 念形成 の 歩 み を総括 し ， 新 た な理 念

を再 確認 し な けれ ば な ら な い
。
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　（2） 21世紀 の 教団 の 神学理念 と して の
「伝道す る福音主義的公同教会 」。 幕

末 ， 明 治 初 期 に 日本 に 移植 さ れ た プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム は
，

「
公 会 」運 動 ， 諸教

派 に お い て も ，

厂
第

一
宗 教 改 革 運 動 」 の 成果で あ る

1
福音主義的公 同 主 義 」 と い

う よ り も ， 18， 19世 紀 以 後 の
「
第二 宗教改 革 運 動 」 に 由来 す る 厂福 音 伝 道 主 義 」

的特質 を有 す る もの で あ っ た 。 し か し
， 日本 に お け る

「三 段跳 び 」 的 な 「教 会

合同運動 」 の 歩 み の 中で
， 教 団 は そ の

厂
信仰 理 解 」 と

「
教 会理 解 」 を何 れ も簡

易 信 条 や 簡 易 教 会 論 （「教 団 信 仰 告 白 」 ，

「
教 憲 」 前 文 ，

そ の 他）の 形 式 で は あ る

が
，

「
第二 宗教改革 」 的 な 「

福音伝道主義 」 の 理 念 か ら，

「第一 宗教改革 」 的 な

「福 音 主 義 的 公 同主 義 」 の そ れ に 近 い もの へ と試 行 錯 誤 の 末 発展 させ て 行 っ た 。

に も拘 らず 「
信仰告白」 の 副次的規範性 問題 は

， 残 念 な が ら神学的 に も
「
教 憲 」

の 上 で も未解決 で あ る 。 従 っ て ，

「
信 仰 告 白」 の 規 範 性問題 を 神学的 に 解決 し

，

そ れ と共 に 「
福音 主 義的公 同主 義 」 の 理 念 と

「
第二 宗教 改 革 」 の 良 き遺産 で あ

る 熱烈 な
「
伝道心 」 と

「
心 の 宗教 」 の 敬虔 主 義的霊 的生 活 を 総合 した

「
伝 道 す

る 福音 主 義 的 公 同 主 義 」 の 理 念 を確立 し共有 す る こ とで あ る 。

　（3） 「
信仰告 白」 に お け る

厂
拘束性 」 と 「賛 美 告 白」 との 神学的関係 。 こ の 問

題 の 解決 の 為 の
一

試 案 と し て ，

「 ロ ー マ の 信 徒 へ の 手紙 」10 ・ 8　 13の 釈義 に よ

る 解決 を提案 し た い
。 こ の テ キ ス トで は ， 第

一
に 使徒が 宣 べ 伝 え た

「
イ エ ス は

主 で あ る 」 や 「
イ エ ス の 復活 」 を 告 げ る

「
信仰 の 言葉 」， 即 ち 原始 キ リス ト教会

の ケ リ ュ グ マ 的信仰告 白の 言葉 を 「心 で 信 じて 義 と され る 」 （10）と あ る 。
つ ま

り， こ こ で は 「
信仰告 白の 言葉 ＝ ケ リ ュ グマ 」 の 部 分 が

「
拘 束 性 ＝ 規範性 」 を

持 ち ，
こ れ を

「
心 で 信 じ る 」 こ と が

「
義 認 」 の 根 拠 と理 解 さ れ る 。 次 い で ，

「 口

で 公 に 言 い 表 し て 救 わ れ る 」 と あ る 。
つ ま り義認 に 続 き ，

「（ケ リ ュ グ マ ＋ デ ィ

ダ ケ
ー

（倫 理 ）を併 せ て ）信仰告白の 言葉 1 を礼拝や 公 の 場 で
厂
口 で 言 い 表 す 」

自発 的 な賛 美 は
， 聖 化 に よ る

「
救 い 」 の 生 活 の 大切 な 行為 と し て 継 続 す る 。 こ

の よ うに
， 教団 の

「
信仰告 白の 言葉 」 を義認 と聖 化 と関連 さ せ

，
そ れ ぞ れ

「
拘

束力 あ る言葉 」， 次 い で
「
自発 的 に 賛 美 す る 言葉 」 と し て 機 能 を 区別 し ， そ の 上

で 救済論的 に 統合 す べ きで あ る 。 こ の 神 学 的 コ ン セ ン サ ス に 立 ち ， 将来
厂
義憲 」

の 当該 の 規定 を 改正 す る の が 良い
。
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伝 道 す る 福 音 セ義 的 公 同教 会 ヘ ジ ャ ン プ ！

　（4） 「
伝 道 す る福音 主 義的公 同主 義 」 の 確 立 の た め の 神学 的対 話 ，

「
神学要綱 」

の 作 成 ，
そ して 教 会政 治 的協力 。 現在 の 教 団 を構成 す る諸 旧 教 派 グ ル

ー プ で は ，

改革派　長 老 派　旧 日本 基 督 教 会系連合長老会 ， な い し改革長老教会協議会 の

諸 教 会 は ， 移 植 期 に は ア メ リカ 経 由の
「
第二 宗 教 改 革 運 動 」 的 特質 を 持 ち つ つ

も，
バ ル ト らの

「
新正 統 主義神学 」 の 影 響 な ど で

「
第

一
宗教改革運動 」 の 神学

原理 に 近 い 神 学 体質 を 次第 に 整 え て 来 た 。 他 方 ，
メ ソ デ ィ ス ト派　更新伝道会 ，

会衆 派 一 同 信 会 ，
バ プ テ ス ト派 　 新 生 会 ， ホ ー リ ネ ス の 群 れ な どの 福 音 主 義 者

は ， 旺盛 な 「
伝道 心 」 と豊 か な福音伝道主義的霊 的生 活 を形成 す る

「
第二 宗教

改 革 運 動 」 の 伝統 を 継承 し て い る 。 本 講 演 で 提 案 し た
「
伝 道 す る 福 音主 義 的 公

同 主義 」 の 理 念 の 形 成提案 は ，
こ れ らの 諸 グ ル ー プ の 良 き信仰遺 産 を総合す る

た め の 真 摯 な 多 角 的 神 学 的討 論 の 必 然 性 と そ の よ うな 対 話 を継続す る フ ォ
ー ラ

ム を求 め る 。 そ こ で は ， 旧教 派 グ ル ー プ な い し そ の 信 仰的遺 産 を 継承 す る個 人

は ， そ れ ぞ れ の 旧教 派 神 学 ， 信 仰 告 白 ， 教 理 問 答 な ど を踏 ま え て ， そ の 神学 的

伝 統 の 観 点 か ら簡 易 信 条 で あ る
「
日本 基 督教 団信仰告白」 の 諸教 理 や

「
教 憲 」

の 簡易教 会 論 の 意 義 に つ い て 神 学 的 解釈 を提出す る こ と を期待 さ れ る 。 そ の 上

で
，

フ ォ
ー ラ ム は 上 記 の 解釈 作業 を 総合 し て よ り精緻 に 形 成 さ れ た

「

伝道 す る

福 音 t 義 的公 同 主 義 」 の 神学理 念 と
「教 会 論 1 を 纏 め た 教 団 の

「
神 学 的要綱 」

を 作成 す る 。 そ の よ う な
「
神 学 要 綱 」 を活 用 し つ つ

， 教 団 ， 教 区政 治 に お い て

「
社 会派 連 合 」 の 活動 を コ ン ト ロ

ー
ル し ， 教 団改 革 を推 進 す る

「
伝道 す る 福音 主

義的公 同 の 政治 連 合 」 を形 成 す る 。 そ れ は 何 の た め か ？　 た だ 一
つ ， 教 団 を 「伝

道 す る 福音主義的公同教会 」 と して 合同実 質 化 へ と ジ ャ ン プ す る た め で あ る 。

さ あ ， 皆 さ ん と
一

緒 に ，
こ の よ う な 課 題 を 自覚 し つ つ 更 に ジ ャ ン プ し よ う 。

（本 稿 は ， 1999年 2 月28日松 山地 区東神大 後 援会 講 演 会 で そ の 大 半 を発 表 予 定 に し て

い る講演原 稿 で あ る）
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